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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月7日(2010.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送対象物の動き出しを開始させることができる初期電力をモータに印加して前記モー
タの回転を開始させる制御部と、
　前記モータの回転に応じて出力される信号に基づいて前記搬送対象物の位置を求める位
置演算部であって、目標位置に前記搬送対象物を移動させるように前記モータが制御され
た後の前記搬送対象物の位置を求める位置演算部と、
　前記目標位置と求めた前記搬送対象物の位置との差に応じて、次回に前記搬送対象物の
移動を開始させるときにおいて使用する前記初期電力を補正する補正部と、
を備えるモータ制御装置。
【請求項２】
　前記初期電力は、印加してもなお前記搬送対象物を動き出させることができない電力で
ある待機電力に、前記搬送対象物の動き出しを開始させるための起動電力を加算した電力
であり、
　前記補正部は、求められた前記搬送対象物の位置が前記目標位置を超えているとき、前
記次回に前記搬送対象物の移動を開始させるときにおいて使用される前記待機電力を減ず
ることで前記初期電力の補正を行う、請求項１に記載のモータ制御装置。
【請求項３】
　前記補正部は、前記求められた前記搬送対象物の位置が前記目標位置を超えている量に
応じて前記待機電力を減じさせる量を変化させる、請求項２に記載のモータ制御装置。
【請求項４】
　前記待機電力は、補正前の待機電力に相当する規定のホールド値に対して、所定の倍率
を乗算することにより決定されると共に、この倍率は分数形式で表現可能であり、
　前記補正部は、前記分数形式の分子を減じることにより、前記待機電力を減じさせる、
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請求項３記載のモータ制御装置。
【請求項５】
　さらに、目標位置に搬送対象物を移動させるようにモータが制御されるときにおいて、
前記搬送対象物を前記目標位置に移動させるまでの前記モータの駆動時間を計測する時間
計測部を備え、
　前記補正部は、さらに、前記搬送対象物を前記目標位置に移動させるときの目標駆動時
間と求めた前記駆動時間との差に応じて、次回に前記搬送対象物の移動を開始させるとき
において使用する前記初期電力を補正する、請求項１～４のいずれかに記載のモータ制御
装置。
【請求項６】
　前記位置演算部は、前記出力される信号の立ち上がりの変化と立ち下がりの変化に基づ
いて前記モータの搬送対象物の位置を求める、請求項１～５のいずれかに記載のモータ制
御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】モータ制御装置
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